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会長 出山知宏    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：木曜日 （月３回） 

幹事 鈴木真樹  事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  

       http://www.iwatsuki-rotaryclub.jp  E-mail:info@iwatsuki-rotaryclub.jp 

 

◆次回の例会◆   令和２年１０月 1 日（木） 部門セミナー報告 点鐘：12：30 会場：ふな又 

 

皆様こんばんは。 
 

先週はたくさんのお客様にいらっしゃっ 

ていただき、会場も急遽、三浦副会長に 

お願いして、一階の大広間をお貸しいた 

だきました。 

会場委員会の皆様にも、田畑委員長を中心に急遽の会場

変更にご対応いただき、ありがとうございました。 
 

やはりお客様にお越しいただくと緊張するもので、会

長として皆様に失礼のないよう挨拶ができたのか、少々

不安なところでもあります。 

そう考えると、今年の２月に開催されたインターシティ

ミーティングで、講師としてお越しいただいた、三遊亭

楽生 師匠の講話を思い出しました。 
 

たしか題名は『伝わるコトバ！ 響くコトバ！』 

流石に話をご商売にされているだけに、色々と勉強させ

られた事を思い返しました。 
 

ロータリークラブに入会して、特に会長という役をい

ただいてからは、人前で話す機会がかなり増えました。 

まだまだ思うように話すことができない今日この頃です

が、本年度会長任期が終わるころには、少しは皆様に『伝

わるコトバ！ 響くコトバ！』で、お話できるよう精進

いたします。 
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会長挨拶      第 58 代会長 出山知宏 

幹事報告            幹事 鈴木真樹 

① クラブより、昨日の 18 時よりクラブ 

事務所にて 9月の定例理事会が開催さ 

れました。 

議案内容としましては 6議案あり、10 

月 第 1例会プログラム変更の件。 

同じく 10 月 第 1例会の卓話の件、10 

月 第 2例会は会員増強による卓話の件。 

2021-2022 年度 地区役員推薦の件と、新会員入会候補

者の件。 

最後に 10 月 第三例会、会報・広報委員会主幹による卓

話の件があり、 

可決されました事を報告します。 
 

② 会員の皆様より頂きましたアンケートですが、19 通届 

き、締切とさせて頂きました。 

（ありがとうございます） 

これからクラブビジョン、戦略計画を立て、3 年後の計

画、目標を計画していきますので、宜しくお願いします。 
 

③ 地区より、職業奉仕部門講演会《夜話会》のご案内が届 

いております。 

講師は株式会社ファイブイズホーム社長で第 2570 地区

パストガバナーの細井保雄（ほそいやすお）様です。 

日時 2020 年 10 月 30 日（金）17：00 開演 

場所 パレスホテル大宮 

となっており、ZOOM によるオンラインも同時開催してお

りますので、参加したい方がおりましたら、幹事までお

伝えください。 
 

④ 地区より、ライラ研修セミナー募集の案内が届いており 

ます。 

研修日程としましては、来年 2 月～5 月までで、第 1 回

～第 4 回までとなっておりますので、応募されたい方が

おりましたらお伝え下さい。 

また、詳しい詳細に関しては回覧いたしますのでご確認

下さい。 
 

⑤ 地区より、2020 年 7 月九州豪雨災害義捐金のご協力のお 

礼とご報告が届いております。 

クラブ集計表を添えてありますので、回覧にてご確認お

願いします。 

 

⑥ 米山記念奨学会マンスリーニュース（ハイライトよねや 

ま）が届いております。 

 

⑦ 大宮西 RC より、７月 8月の週報が届いております。 

以 上 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：会報・広報委員会   委員長 関根信行  副委員長 高橋真理以  委員 志水一雄  内藤 明 

 

出 席 報 告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

28 16  7 82.14％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 17,000 円 

年間累計額 220,000 円 

 

 

メンバー（50 音順） 

小田光司 卓話よろしく。 

小林 篤 卓話よろしく。 

小林佑次 よろしくお願いします。 

鈴木真樹 本日も宜しくお願いします。 

田口雅弘 卓話よろしく。 

田中芳明 本日職業奉仕委員会卓話、皆様宜しくお願いしま

す。 

田畑寛樹 本日も宜しくお願い申し上げます。 

津多一幸 卓話よろしく。 

出山知宏 本日も宜しくお願いします。 

内藤 明 卓話よろしく。 

原田晃博 卓話よろしく。 

藤澤洋介 よろしくお願いします。 

三浦宣之 宜しくお願いします。 

🌼 たくさんのご芳志ありがとうございました 🌼 

今後のガソリンスタンド 
１９９４年に約６万軒あったガソリンスタン 

ドですが、２０１８年の資料では３万軒ちょっ 

と、おそらく現在は３万軒は割っていると思い 

ます。そのうち 35％がセルフ、65％がうちの 

ようなフルサービスです。 

 よく聞く、「1バーレル」というのは、およそ 160 リットル

くらい、ドラム缶の８割くらいです。私がこの業界に入って

２８年目ですが、今から２０年前は１バーレル＝10 ドルだっ

たのが、今日では 40 ドルです。リーマンショックの時には

140 ドルまで上がりました。皆さん知らないかもしれません

が、ガソリンの場合、ガソリン税というのが約 56 円、環境

税が約 1円取られています。なので我々は税金の回収係だと

思ったりもしています。（笑） 

いま、いろんな技術も進化して、車も変わってきておりま

す。携帯と車を連動して車内で通話できたり、音楽が聴けた

りと、乗って移動するだけでなく、居心地の良い空間ともな

っています。 

この中にも乗っている方がいるかと思いますが、電気自動

車について。山の中での充電スポットの問題、現在は電気代

に税金がかかっていないので今後出て来ると思われる課税

の問題、またこれから電気自動車が増えた場合、電力会社の

話では送電線をかなり増やさなければいけないという問題

もあるそうです。水素自動車はまだまだ普及まで時間がかか

りそうですね。 

スマイルＢＯＸより 

オンライン出席でのスマイルはこちらへ…  埼玉りそな銀行岩槻支店 (普)1445466 岩槻ロータリークラブ 

「無秩序な自由競争や事業家につきまとう孤 

独感と疎外感。いつ敗者になるかという恐怖 

感。そんな街の中で心から信頼し、語り合え 

る友人がいたらどんなに素晴らしいことだろ 

う。」との考えからロータリーが創立。 

初期のロータリー思考「親睦と物質的相互扶 

助による事業の発展。会員同士の積極的な商 

取引原価提供。」から、奉仕理念を持ったロータリーへ転換。 

〇更なる職業奉仕の実践を 

元来の職業奉仕の精神「心のあり方」 

自分の毎日の仕事を「四つのテスト」に照らしている。 

正しく、一生懸命に。 

  ⇩ 

世の中の変化（神戸、東北、九州震災後） 

顧客満足の浸透、企業理念の一般化、ＳＮＳによる炎上、 

職業倫理の口上 

  ⇩ 

企業継続のためには、元来の「心のあり方」の職業奉仕は 

当然の時代に。時代がロータリーの理念に追いついていた。 

〇奉仕とボランティアの違い 

 奉仕とは、奉公の由来。国家や社会のために自分を捨てて尽 

くす事。対価が発生しない。ボランティアは自らの意志によ 

り他人や社会に貢献する行為。組織、団体、学校などから指 

示されて行うものではない。 

〇ロータリーの２つのモットー 

①「超我の奉仕」 

 サービス第一、自己第二、自己に先立つサービス。 

②「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」 

 最善のサービスをすれば結果として最大の利益が得られる。 

相手に対するサービスを自己の利益や都合より優先させよう。

利益はサービスの結果である。相手のために最善のサービスを

すればその報い（結果）として最大の利益（満足感・幸福感）

が得られる。 

ロータリーの「奉仕の理念」は「功利主義」ではなく、「利他

主義」 

〇職業奉仕の実践 

 例会で会員同士の職業について学ぶ。 

 奉仕プロジェクトで職業スキルを活かす。 

 若者のキャリア目標を支援する。 

 仕事で現行を通じて模範となり倫理的な行動を周囲に促す。 

 専門能力の開発を奨励、指導する。 

 

地区職業奉仕部門セミナー報告 

職業奉仕委員会         卓話 原田晃博  


